
攣丘鱒㌧∵∴ズ湯マ、
　り　　　　　　　　　　　　　　し　の　　　4セ
ゆ　　　　　　ケt

、庭　・　一
　　イ　　　　　ゆ　　　　　　t－

ti．　　　工48・

　」　　　　　　　　　　　1

1、　’

∫し

・ぎ

f一

噸

＼・．

陥ド：∵lT”t、，L　プ㌦
　　　　　　へ　　　　　　　　　1、　　　　　　‘

　　　　　　　　　　ρ　賦

　　　　　　　　　’

∵ト噸：今＼ジを嘗解

　　　　　　　　　　　　　　　　／

、一

u　’，

?@篇い瓢，慧、
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　　l垂産奮究齢　t

、t

@るしく簡輩どなつたのでく約30分で1試料の吸牧曲線

　　ぷえられるγ今後多くの方面から利用きれようとしでい
　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　る。したがつて本丈でもどのよ、うに　　　，　　　　、
　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　サ　4／赤外繊級牧は從來ジ物理化學納な薔究以舛には餓り利・

用され℃いなかつたが，その右用性についセは以前から・、

注自されてい乏。1）tefi測窟蹄上の困難のため，本邦

、で依ひろく利用されるにいたらなかつた。しか．L最近、

hBairdの透過寧自記赤外分光器が翰入されて（東京木醸

綜合試験所に設置されている2＞｝’從來より測定がいぢじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　利用しうるかという其鐙的な例を二

　　三あげて分析化墨への寄輿を轍親す
みるこeにする。’　1

「ギ野
、＼　縁

　1　ざ

　　N

㌦・覧誘

ρ

、

／

占

ぜ

’

、

ヒ

’同→の吸膜曲線を輿える1ごとぼない6こ嬢よう犀吸牧臨・

線はその化合物の詣紋のよう’な袈をするが’また一方厨／

じ原子煙を庵つ藪多くの化合物の吸喰曲線を比較する　　　t

と羨の蔚團と密搬騨髄ゆ燃鰭ヵ毒碑
る｝?ﾆがお歯．3）ζ輪の蝦翻用すれば，物質の訂　．

定・・離棚の瀕のme「ax分櫓を推欝秤と　て
鯉きる・第壊に鰍曝噸と構れ噸蓮鶴つ・
吸郷の位蹴まとあて溺。　＿，＿

　　’、第1衷・・　一．　　　　　　　　　　’　z・　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　赤外線吸牧の測定は，ほとんどす

　　ぺての物質につ1，　“－C可能であつて，

　、、着色してい為うが，螢光を議してい
　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　ようが問題とばならない』，しか屯固

　　騰液脇羅のい？izでも灘を
　．行いうるし，試料庵約数mg程度の

゜　ものがあれば十分である。たti“r‘つ．

　　の殿ぱ吸灘悔獺や・水溶液の吸

　　舗姦垂脇繕蒲瀦惚

　　決され戸・レたがつて試糊こSWる

　　イ｛鮒だけを考えてみても極めて有利

　　な立場にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　定、性　分析　　　．　　　’

1

　　　・一般に有機物は赤外線を逡撮的に

　　一吸牧するの“（i’d横軸に波長をと，り，

　　縦軸に透過牽をとる、と敷欄の山谷か

　　らなる吸牧曲線が寳かれる。赤外線

＼’ z験では可硯線，紫外線吸孜とは異
　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

　　り，この山谷が比較的鏡く・かつ個
　　ヂ　ごロ

　　々の吸牧帯はたがいに、分離してい

　　る。しかもこの吸牧曲線は預腱され

1＼
ジ

㍗

2A－6－5wの吸敬櫻の在否によつて分鎖する・

　　　“

、　　3・2e33肺゜”　°°°’

　夢
　　。　　、　　、

．3・3・…3，6　p，……・・ 部｣
　　’

　5．4～6釦……C＝N藩

　、

　　　　　　　　鑛1アルコール・…
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　ド　　　　　　Pt　2アルコ鱒ル…・

翻｛：難1三三1
購｛。、画＿＿＿－5．，：。6，、、，　（Si，、aiん，。幽》

醗簾灘：：：〕：雛

……・…・
X．優》9．6μ（＄）

三三三繊i影繭

3．8～42鰐……・S盛

4．・ん婦一《、曇。墓・

∴癒…：：……；；　；三｝三　羅一

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　Oの申のS釦は鰍の醗がそれぞ乖，颯幡でみることtzms・tu

た物質に固有のもので・異ゐ物質が鵠』』臨一宇聯働‘　覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
、・A⑲　　　　　　　，
　　　　　　　　　・　　，↓　・・一　銭∵tt晒｛

　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　’
　　　ペンゼンー置襖盤；・・……・・。Av6．25μ（搬）声り感7μ（1ロ．），NIS．3　pe〈g）pρリpa3pa（8ン
　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　＞h【6，7p（覇自），∩げ13．31轟（o）　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　）9～a7μ」（面）se》12・91茜（S）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　ベンゼンP－；置鰻……～6・as・pa（血）・～57μ（m）・～1a4μ（8）

　　　　　　　　　　　　つ　　　CH3　塾・・・…　。・…　。・。・・・・・…　じ・ρ》6£5μ，（』＞97．25　Pt（s）　　　　’　　　　　　　・　　　．　　　　　　L“s

　　CHe裁……一：……・……～6・a5　P（S）　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　一（CH2）4一母・・……”・’・・1a8燕ω　　　　　　．　　　　．　・v
　　　－（v〈CEs　　　／CH冷　　　　　、　　　，一℃斜CH8　i箪・・72μ（の，7．3険くs）〔doublet¢H3　．　　＼CH3！　　　　　　　1〕　　　．　〆

　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　アルデヒド・………β・・幽・一・3・iY・t3・7　PS（鵬）が～5・9μ・くs）∫　　　　　　　　　∵・・

　　　工「テルリ・・・・・・…。・・・・・・……＆7～駄5μ（5）　　　　　・　　　　　・　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　C…：SC基　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　ユ鳳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　。ルデ，F．．．∴．＿．＿5繍），。蜘（血）・＼一…㌔，

　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　鯉イヒ物鱒・・・…　。…　ゆゆ轟・・…　～｛二51島　ぐS）辱　　　」　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　エステルー一一一・・…y5Spm（、），＆0～晦（・）・　　二、　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，マ　　“　　　　　　　　　　“

畷講蜂欝：1∴．二、聴
　　　　　　♂　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　・、　殖　　　ノ　　　ヴ　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　L＼
　　　　　　　　　　　　　　’　　　」

　　　　　’》、：気’　・；“一　za1・．，一一r・㌦　p、．・アゼじ蔦心撃鎗



論きバビ’　 b’ Eて　tS　＼’．∵・iV野…シ尉強Ψ∵戸、　　㌧
・　　　　　　　・、・　　”．　　・　　　　　s／　、　　・　　　、　ア

　　　　　乏第訟毬㌦協4號「　＼、㌧
；

　　　　側H方が＋分糟晶樫れず御臓で欝驚融い・
　　　！ような蒔にρ爾者の赤外線吸敢を測驚してそれが一敏す

　　　：れば（當然一方が少し不純故ヂ吸牧の張さがや玉異つて
　　　　　　　　　　　　　　．　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　…いるであろケ）、これから繭者が同一物質であ為ことを確

　　　魏で「きる。例えば7員劇瞼物a－Th・」・p！i・ih（天然晶・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　・Mik）と。－i・・P・。pylt・・P。1・n・t33・iと繭一嚇燃・

　　　廠牧を餓るから洞吻質であると考典ぢれる・4）

　　　　L伽2例えばa－BHICを懸素化すると種タのhepta－
　　　c　chiorocycloheXane異性豊6混合したものがえられる。・　　　　　ト

1、一・）ま飴群ach1。・瞬娩・x・neの韻膿の純梓蕊の

　　　　についてあらPlじめ赤蠣蔽犠とつておけば・？の反

　　　　懸生成物の吸牧曲線と比較ずるごとに上つて簡軍に生域ダ

　　　勃中にどの異性薩がふくまれているかを知ることができ　　　、

　　　　る。まfeそめ吸牧の強さから，どの異性騰が多量にふ粂　　＾

’　　　まれ，どの畢蝉髄蒼少澱しかふく審れていない々・を庵到
t”

�ﾅき翻ら一　♂、　　y
　　　　’碗3　完全に純棒な物質の赤外線吸撃曲線と，やS不　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／メ　　純な喝のの吸牧曲錬どを此較すると，後考ρ方には不純

’　励と扁2～3廠放鯛糠練でいること秘る∴
　　　　倒えばべ玄ゼソは14．9　yに極めて強い吸鰭を亀っぞ

　　　・いるので，微量のぺyぜシが不純物としでシ押ヘキサ

　　　　シ，b・n・一＾㌧ギザγ歌入つズいる場含V・熔易に撚さ’
　　　＼　　　　　・　　　　　　’　　号　　、　　　　　　．　　s
　　　　れるe　　　　　」　　　　　　、、　¶
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　t
　　　　　例4窄メヂー・葡萄酒等の芳香｛勤質力靭である

　　　　かを雛するために，，潭状¢）蔓れら07物質の赤外線吸牧

　　　　を瀧した。その結果，前者にぱ2・0～L3・2　P，　7・2獅

　　　“　t7．3　9．，　9．5　Pt等曝蠕のあることカ・ら・第1灘用いてnl．

　　　∴isoI｝ropy1基またはterセbuty隻i垂を電つた第1級ア孕タ

　　　　　　　　s　　　　　　i　　　．一　…．ルであることを，後渚にば5・撫，＄・0μの蝋稽のあ
　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ることかちエ支テルであることを結論した感一般にこの

　　　・ようにし吻質醐麟とと晦難濠騨臨
　　　　　　　　　＼　　　　　　　・　　　　　　　　，　　　’
　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　N

　　　　　定　嚢　分　析　　《　・　　　　　　，　　　　　　－

　　　1・　tわかりやすぐす欲めに・斑C醐合6）を働ことρ一

　　　　て魍頒b方灘のべる・すぺてのイ瞼emはそれぞ鞄・

ノ　櫛畷紬辮示勢ら極嘩撫の各化鋤畷
　　　’敢係籔庵異つている。ζの、こ吾は立騰異性をなすBHC、

　　　　の難齢うい《樋欝趣る．励・しながら分析を符

　　　　う場飢痙き繍け糠輔げるに垂ま臆の澱礪
　　　　歌係激を求めずに，ある異性獲のみがそこに強い吸敵囎

る　・齢ガ勉磯樋瞭とんど籔擬繋痴よう嫌
　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　ノ　　’
．、・，v　．’uesをえらんで，ぞ琴）灘長での級鞭係鍛を測建す筋のがよ　　　　　　、

　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ts　　　　　ぢ

　　　　》い01　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　v’この嫡燃あらかじめ洛異蜷の賊獺隷を鮫め　漉
　t「　　七，審寵の條件をみkすまうな波蔓をさ黍さわ鞍ならな

　　　　蛎瀧の結熟悌・圖のめで，これカ・獄曝婦

　　　　’（これをkey　bandとよぶ）の吸牧磯激蓼測驚すればよ
　　　　　　　　し　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　－

　　　懸いζ暫禰・る。’。　　　　　じ　　t　㌧
㌧　㌧　　’　　　　　　　tt　’　　、．　！，・　・　ノ　　　‘
，　　j　1　　　N　　へ　　　　，　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ノ

蕊驚書ゆい、♪．P4t♂㌦．．，、、1．．，t．　・．T・．．．．，st・

り　1，門　　’Ht　　ぺ了㌦ガ～＼雲ずみ・賓媛
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　te　、　　六

　　　　　　　　　＼，　　　　　　　　　　工49．、、㌦一

、厩一異性髄　R1　＝12．テ1　ge，

γ＿｛異｛蝦　　　　ス2：＝14．60雲轟　　　　“

　　　　　　　　　もδ一一異性謹　　　　λ3』13．26静　」・

琶

f　：

岬

L

、

“
ノ

8一β〃6 ／

ノ

ヤ

D

’
＼

・

諺

o

o　ノ

； 　’
　●　“

L

邑　r

色

■ 一　　．

唱

9
∫

ノ

ゴ

喝

画

岬『
町～／

騨

一

〆

〃 〃 12 か 琿 だノ己

sノ

ズ

、

　・　　、・いマ

　　　　　　　　　　ノ
　　．　’　1　蕗1圖　 ”　　．
　　　　’　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・－

P．xでS…異薩を問騨しなかつたのは・βが；硫化

　澱素にとけないめでジ不溶部分として秤量に茎り建量さ

輪からのぞいたのであ66なお濾め鵬では試料が

雛であるので詠購を脚吸拠ちい溶媒に一糧
とかして醗しなけ桝嫡ない・このた翠ご硫繊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　’

　素を溶媒にえちんだのであるβ　　　　　　　　　　、

　　・これちの波長がきまれば，弐にはこれらの波長での吸

糠勲測離ねnVSらない．勲定を同一の測麟器
’（電ル〉で行うとしてrirをルに溶媒たる二硫化炭素のみ

畝れ塒の翻光囎さ舳・濃度∫め溶灘神
た時のma光の彊さ碍とすiftぱヂ　蜘こ”ノ

　　　　1＝1b町砂云　∴b＝ln（為μ）Fkct　（1）・

、なるB6erの法翔が威立する◇こ踊ご糾ま吸放係敏，　tは

　妊・レの厚さ，Pは・卿・1　de鍛・ityである。（1）’からP
　　，　　M，　　’

　とeどを爾軸にどれば直線醐係がえられること昏瑚かで

　・ある。、　　・　　、　　　　　　　　　　　匙

　一これを錨2置に示す。また混懲では（1）式ば》
　　1　、　　　　　　　　　　　　，　　　　　　．　　，tb　　　’　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　【　　h　綜ピ

㌧診　asele

4

　　＼
！5

1㌍；へ　　．　La

8

c2％
餐

η ’雇綿 ∂
玉

忽ク鼻

輌認

　、
堰@　『

／　　　認’ 　　　FC瀬、㍗　　、

ゼ 噂　　　ノ’

《～ノ ？ ρノ
　9　　　　1
風浴@8呪

， 媛
粘

8

炉％・ ノ

62％
一

ノ聴 Y鱒

〆

葉　2　鋼

レ

〆．

／

ジ

　　　、　，

轟l

　l　　　。　勤



聾警／ビ∵∴∴《・“1ii∴t　・L’．1∫

一・ @　．150　　　　　　　　　　　　1い
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
、　　㌧辱DλF海∠‘it＋k2c2t＋庵63謬＋…・・詣

　　　む　　　　　　　　　　　　，ぞニ　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

、　　となる。い葦の場合では上詑の祐砺λ＄で　t

l湯騒i驚瀞｝ガ9，（2）・、
“　St　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－t D．という式が成立する。（2＞式の差遽は實測ざれるbFら，

誓：この灘方獄の係勲・聯瀕ゴれば（2）をどくet試継

ゾと量澱薦霧矯濫盆縛謙論試料B
∵異醗曝牧鰍をλ薄で求めttei，例燃γ選性試料C
じ　　i’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

1ノ勘かをλ・・擁で求竺ると・この時には（2）式で試’細

、㌔‘・＝6δ gであるからk・・t・蝋婦が求められる・ヒ試料E
宴、　’の値は第2暉の傾尉に相當する。固様にして秘ち初興

”　求めら才｝，こうしで混合物の分析はいつでも行える準備1

　　が完了したわけである。第2表にkiat等ゐ健を掲げて

・s　　おくo　　　　　　㌦，　　　　　’

　、　　　　　　　　　第　2　表　　　’　　　　i」

∴兜∵ジ！∫，1…：”　∵∴稗／1
　ゆ　　　　　　　　　　”　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ぽ

　　　　　　　　　・　　　撃嘩研兜’

　　i　　　　　”！つて往2て得たもので，赤外線分析の結果と大騰一致し
　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

ているcr　　　．’　　　・，　　　　，k

　　　第5　ge　ぷ∵ラログラブ法との比　、

蔀外線分一析

α　δ不溶γ、

　　　　ヒ64　19　4　19

　2bお14
701ち，9

57　17　11

16

18

54・　16　　’le　　19

誼一ラ・グラブ海（．r¢み）

‘・IIlgl馴鞠　・・

　「ジ
　　い

し

x7s

15．5

11．2

17．2

16．0

1称α

1鱒

鱒ρ’

工8．0

22．0

ユ4．8

14．7

13．8

159L

16．3

17　　・　G・

15　　　　’t’

14
・　　　／
17

18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したがつて1～2％の精度で8亘Cの定量分析が符い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得る。1　’　、　　　　1　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼，：爽に上にのべた方法を用いて分析妻行つt魔例を1N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2あげる。　　、　　　　　　’　．　　　、　　　　〆　h、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　t1，　）・　，－dyat－－iri・　o．043’，　kiag＝　o．ols“（zi一蜘。讐濡轟鯖轟諜酷＿力一’、

　　　k2at＝（）・026　ker　t＝0・200　k2δt＝O・039（λ2・＝　14・6Qμ）　’　　　　　　　　　　　　　　　　らkey．band’とし

　　　k…at・・O・°19　k・γ…O・°°e　k・δtiq．°78（A・　・13．2＆・）　　　　　　　　て・二・3，7　U，　m－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　＿＿第隈混鎧塑嚇紛醐（％）　　　　　　　　したところ。．，蜘
　　　　　　　レr’δ　i・…δ・　　　　　　臨5・Pt・6％φ値

　　　囎橿細　　　　1919　　　　　鵬灘翼
　　　囎鎌￥ll9　　　鎚1言　　　　　　性幽混銚をしち
．囎錯器19　　　　11接　　　　　　　甜累姦灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～16％となつた7）げ
　　　いわゆる斑C厚末について反復測定した時の分析値　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　例20－，m－，

　　の再現性を第4表に示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・かcresgら　　＼
　　　敷和ラげラフ法と砒轍第SNeこ示す・和　　　　　　　　こ紛3難齢　、
　　ラPtグラフによる値は3人の異る鰍蔀二異る疑によ　　　　　　　　吸孜曲線騰姻の

　　　　　　　　第俵再現性（％）　　　　第β断　よ5“C’・　k・yb・・d曙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．としてo－，13・28μ，m－，12・94　tL，　P－，12・32　yが適して
　　　　　　　試料A　試　料　B試料C・試料D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　豆　　1．if　いる。このうちm－，　P－コ・Vゾt・・一ルの分析についてはす、　　　　　　　1　も互　　1　亙　皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でに獲衷したが8），0－，p一クレゾ”ルの成分系につい
　　α一異性wa　7477767476！083434　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても最近燃研灘操山・東大理學部化壌科宮澤辰雄の爾
　　γ一異性彊豊　　9　　8’　4　 4　　4　　89　 87　　59　 59
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏によつて行わ鉾。いつれも上の方法を用いtt　1～2％1

　　δ一異醗17t152°2°19°5・3・7の羅紛析を郁うることを謹明した．・〆∠　、

　　不溶物00・。1100　00　　　　　，
・梨脚脚細帥・6就量轟謡：おの幽　盛れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ∴、，、、，囎・　，＼t，　　　．、y．L－・tv　．．．．ピ∵1ごづ、㍉∴劉「．凝鼠聴

騰饒’

磨C鵯指

o噂鎌

礁6668681§



拶際1＼舗∵，凝ザ　　　　　　　　　　　　、∴風、ご冷1…澤Tl｝パ　　’”g『’ゼ　　’’”x　　贋’▽　　　　　t’層’な・霞ピ風ご’門讐讐

　　　　　　　　　　　　‘　’　ty”　－L・軍二”［　　・　　　　t　　　・　　　　，　・　　　　　，t　　　∴／己、s @’　キ　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

∵ド∴第蜷第蛾、、一一’．　　　、・－N・　　’151・ン1
㌦・

@’嬬λ2れとすると；（2）式は／’　・　　　　　、　　　　　　顯で・從來は種々の混合比のもの塗作つでその卿脅を、，．

絹山舞郵糀nl・（3）1鋼して第5脱麟てい鴨離晶島
・　となる。ひに・oA＋CB＝1．である』今混合物のP・P2　一　蕃　　　　　　，　oasgのセ・レで測

　　　　をある厚さ〆のU・ル燈測定してその此をとると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建できなかつた時
　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

t！劣鑛辮藤一雛綴号（4）a・　　　　禦跳£
　　　　となり厚さ礁附　　　　　　　　　　　　　　それぞれXにli・lk・一・
　　　　係となる・いま　　　　　　ご　　　　　　　　曜さである）從
　　　　欝な鰯につ　　　　　　　　　　　　　　　來のよう礪紛
　　　　いてλ・・z・での　　　　　　　　　　　　　　　　混合比のもゐで～
　　　　．（P・）蒋を同一“to．　　　　　　　　　　　　　　　　　Pi／P，を寅測して

・　厚ざtのセ・・醐　　　　　　　　　　　　　　第欄舳線罐r
　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かねばならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　　　　（4）式の舶靴　　　　　　　　　第　　」’膨ど砺法で・一一一
　　　　代入すれぱ・轡　　　　　　　　cl．。。t。n，；．2．一。1－。。，。n。の分析欝つた．…vaeeetk・・e　1

　　　　のしC〆露？　　　　　　　，はり，、～2％窃，’儲の方法（鯨嘱易濁では
　　　　い冥卿・・）　m…　　　　　　　’晩砂諭』，ゆ蜥婿った。南　　　．．
　　　　の齢計寧き♂’s　　　　・魔を繍する樋欝砺灘ま・試綱～4・分ざ1、
阪　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡笏法では10分麗度で4～2％の繕度の分析を行いう　G

」，・ nの齢5町　　　　　　　　るといえる。　　　、　　　、　‘・
　　｛　ある。であるから　　　　　　　　　　　　　　　、　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本稿の材賢となρた實瞼の木部分は交部省試瞼研究費

，、蜥際しで牒　　　　　　　ジによつて行つ嬬のである．なお灘を撒して下さウ
　　　，’に混合物の腹牧麟．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た諸氏に厚く御薩串しあげる。　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　線を佳意めI」’さの

　　　　セルで測定しヂそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ec　　献　　　　’　　　　　　　v

∵燭（P・／P2）mix，　　　　　　1機鷺妻棄野騰轟議1と，繕為（・　・
：s・㌧、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、3）Bp・nes，・G・re，・S・aff・rd，　W云lliamis．　A・a・・　C「「・m・・pa・　　　　を計算しで，第5　、・　z　第．4　圖　　　　㌧、

ド、麟≧一致する蜘叫C8をよ蓼れば，一これが　一綴、蟹〉識゜聯孟，£囎凱、53野孤（1gi8）”・

　　　　求める公析値となる伽　　　　　　　一　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野測鐡男，來駿褒．　　　・　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）

　　　屍あ脳こ零織先吻魔よヴにある騨魏㌦騎羅：議融島鵡輪畑㈱．、

宿ll薄論諜嚢講雛ミ箋巌ll灘難驚灘漁∫今
　　　　　　’　　　　　　　　，　　　　　　　　「　　、　　　　　　　　　　，　　叉　　　　　　　ト

　　　　デ
　、　　　’
　　　　幽　塾

’　　　　〆　　　、

医　♪　　々1

ゼ～・

∵　㌔
1　　　、伸　　　　　　，

魯　卜　．
へ　　　い
㌧　　　、　　葬　。

e㌔←1　　　腎　　詩

P！｝　v

ド辞　　ダ／

1ぐ・痴　｝

溢：ぺ：㌧

，亭

艶♪　r、ゐ、

幽・r　．’
て「．　㌦ち　一

」 ’　1‘艮生産硯究” 第3巻・第3號（3月號）．

　　1
、　”

k　　■

@f「
・　　コ三

’　　誤　響　曇、　♪　　　　　　　　、

　　　　「　　　　■
ｱ

器゜L ﾅ女・　　’ ’　・段　　， 　　　曳
種別 正

・禽　・
4を

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

]一

{，丈胤
　，
D… �浮ﾜ起きる　　　　＾〆 …峯ができる　　，F　　一亀

ぜ　　　　　　　● Y　　　　　yで ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　「 つ　　　． 〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉

，　ユ8 ’　　　〃　　’
浴@　ゴ 　　ご ．第ユ圏 　　　　　’

@　　　♂u
　も　　　　　　　　辱

E　鋤　　二 　ρs左．7w　　　’ 　　蓄、
I

　ト謔S圏
潭Y76　　　、！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、頭 　しQ6　・ 本求 ’イギ穿スのヴィシカ伸ス製は・
イギリス鐡ポ　　＿、．　　　　　●

ド　’〃

@　ヤ　　　ら
@、@〃A　蔭r

@蓋総。，　　　i’1〃，

ド　’グ、
@　軌へ七　’　　　　　　　　　　弓　し　博9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T

@オ～

ツ27～紹8　し

E蓬鷲羅’

@・3◎・評「・18　・

腹、　〃

秩@　　　　　　　　　　　　　　l

J　　　〃

@　］@、ii齢　¶　＼

ｹ謡　　　’

瓦c轟製は　　“宴Cソ短脇碓瀧鞠‘　　　　　　　　　　　　　　、賓測櫨冗一●誕髄　　’

RCA蕨・1かズ1幽ま・
宴Cソ輔偬申マ・・ヌ翻實測値3レ　　気　　、Bb　　　　噂　　．r

4　〃糟　ぐ 　　喬ﾝ ’最下
、5甲オキシメチル　　　　　　　　　　蒔　　　　　　　　　’

5一オキシナチル’　・、　　　　　　　　　　噛

4　34・ 　　　’`　　〃　勺
　＼　．〃、 　1

ノ

’

楓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　N
、2ﾓ餐欝躍驚騒畠犠3礫貸驚麟腰購詰聖熟〉蜜P認轟畿讐濫欝隷鼎；～謝燈ぺ

　　　　ご　　、亀　・尋　　　／苧　　　　　　’　・　　　、　　　　　　　　　　、、　　　㍉　　　　　　　　　　・　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　，

∵1　、～’㌦，“　1㌧∴←　”　　レ＼ド　　臼．　．／i’　　〆　　、　　　　　　　　葡’ご、
労∴畝一翻轡腕、鴇》ン．瓦．　レ些，？”．，P砿へ∴か＼、　　風　㌧．　　デ　、’’’”㌧レ、　ぐ　f；


